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暮らし方から住まいをデザインする
OUR LIFE IS OUR DESIGN

～生きる人それぞれの人生がデザインである～

第84回東京インターナショナル ギフト・ショー ＬＩＦＥ×ＤＥＳＩＧＮ 展は

『暮らし デザイン 新時代』をテーマに、2017年8月30日（水）～9月2日(土)

東京ビッグサイト（江東区）東7・8ホールにて、開催されました。

出展 ： 出展 300社 （海外21社 4国） 400ブランド 1万点

最新のデザインプロダクツや、日本のものづくり、リノベーション、素材等

住まいづくりに欠かせない商材を集め

対象 ： ハイセンスな商材を求める感度の高い流通業者、大手企業のビジネスギフト

購入部門などの専門バイヤーや、建築、設計事務所、大手不動産、ハウスメー

カー、リノベーション業社などを対象に

目的 ： 住関連産業のビジネス拡大を目的とした展示会です。



国際展示場内で最も奥に位置する東館での開催で
ビックサイトに到着してから会場までは歩くと10分程度の距離でした。
展示は8つのテーマに分けてコーナーがつくられており

会場内においては、住まい方・素材建材・インテリアプロダクトなどで新し
い提案や気になる展示個所ではカタログをいただき
興味深いブースでは名刺交換を行い商品説明を聞きました。
写真撮影がＮＧだったため（途中で注意され）あまり撮れていませんので
レポートでは掲載会社のＨＰより抜粋し添付しているものもあります。



8つの フェアとコーナー



入口近くで目を引いたのがフレイムスさんの
木の照明。デザイン性が高く、照明器具として
だけでなくインテリアとしても存在感を放つフォ
ルムに足が止まりました。

nekonekodesign さんのペーパーアート
静かにインテリアになじみながら

グリーンと一体化して印象的なブースでした。
ＩＣさんと思しき方達がオーダーシートを手に
とっていきます。



ひときわ異彩を放ち、存在感を
漂わせていたのが、加茂桐箪
笥共同組合のブース。

日本古来の伝統芸術とも言え
る昔ながらの桐箪笥と、桐を
使った小物達の競演でした。

お茶やコーヒーの保存ケース
や、音響の良さを利用して音楽
を聴くためのスマホスタンドな
ど新しい桐の活用商品が展示
されていました。

古民家のリノベーション
でモダンなデザインの桐
箪笥が使われた写真を
拝見しましたが意外と
マッチしていました。

軽さを活かしてテーブル
やいすにも加工されてい
ました。



ＭＯＮＤＯＭＩＯ Ｐｅｔ という韓国のキャットタワーを
デザインしている会社のブース。
韓国でもペットブームで特に猫は人気だそう。
六角形2個からなる基本単位の3つのユニットを自由

に組み合わせて自由にキャットタワーをつくることが
できる。材料はフィンランド産の白樺材。

展示用に設置されていたディスプレイ家具は売り物
ではないが引き合いが多いとのこと。

デザイン性にもすぐれ、新しいペット家具のデザイン
として人気を博していました。



ＢＵＮＢＵＫＵというスチールバケツ（ゴミ箱）の
老舗メーカーが、再生コルクの蓋をセットして
発売されます。

再生コルクとのコラボレーションでは、コース
ター等の小物の他、おしゃれな椅子も展示し
てあり、感度の高い方達の人気の的でした。



賃貸住宅でも壁に穴をあけずに棚がつくれるＬＡＢＲＩＣＯ
2×4材を使用してアジャスターで突っ張って固定。

簡単にＤＩＹを楽しめ、アイデア次第でいろんなシーンで使えるた
め、メディアでもよく取り上げられている商品です。



最新のアウトドアスタイルとして注目を集めている
「グランピング」をテーマにした特別展示エリア。

グランピングとは豪華なテントやロッジに宿泊してホテル
並みの快適なサービスを受けながら自然の中で快適に
過ごすこと。
小屋・テント・車といった大きな商材を開放的な
空間でダイナミックに演出されていました。

大分から牽引されてきたタイニーハウスさんの木製トレー
ラーは、大分県産の杉の赤身を使った手作りの一品。

中には小さな暖炉やキッチン、ベッドの台にもなるテーブ
ルとイス、細かな収納がしつらえてありました。室内で聞く
音楽は木の音響が抜群でとても癒される空間でした。



東京手仕事として、手工芸品
のブースが大きく作られ

匠の技を使った新しいデザイ
ンの商品が展示紹介されてい
ました。





ＬＩＦＥ×ＤＥＳＩＧＮ Award
が初開催されました。

「これからの生活をより豊
かにするような」商品や
ブース提案を対象としたア
ワードです。

インテリアからステーショナ
リー、ファッション等のデザ
インプロダクツ、日本の匠
の技を活かしたものづくり、
住まいづくりに欠かせない
リノベーションのアイデアや
家具において、来場者と事
務局特別審査員の投票で
決定されました。

注目度が高かった、グラン
プリとベストコンセプト賞を
受賞した2社をご紹介しま
す。



ＬＩＦＥ×ＤＥＳＩＧＮアワードグランプリを
受賞した日建ハウジングシステムlid研
究所は、集合住宅や集合施設の再開
発・再生・立て替え・インテリアデザイン
監修・海外プロジェクトなどを手掛ける
会社です。

今回はライフスタイルに合わせて可変
できる間取りをつくるための、可動式間
仕切り壁を提案されていました。





パーテーションシリーズは、天井に
鉄板を入れて施工し、間仕切り壁の
上部についている磁石により付いた
まま可動できる仕組みになっていま
す。間仕切り壁の足元には平らな金
物の足が付いており滑らせて移動
できます。

キャスターシリーズでは、可変した間取りに合わせて収納も可動できる家具を展開されています。

間仕切りも家具も国産木材を使用し、国産材の普及・森林再生をベースに癒しと寛ぎ集う空間の
提案をされていました。



ＬＩＦＥ×ＤＥＳＩＧＮアワードベストコンセプト賞を受賞した

株式会社ユナイトボードは、世界最高品質の段ボール型構造

体を使って生活空間をく支えるものづくりに取り組んでいる会社

です。

起きて半畳、寝て一畳の、一畳という「間」の広さの可能性とそ

れを連続することで生まれる、新しい「間」の提案ブースです。

ＵＮＩＴは再生古紙を使った、3×6ＤＡＮで構成されたＲＥファニ

チャで、ＵＮＩＴをつないで、仕切る・仕舞う機能を付加した環境

に優しい空間を演出されていました。

写真のブースは、段ボールでできた一畳の個室（大人基地）が

再現されていました。デスクには棚が付けられ、後ろ側にはコン

パクトなクローゼット機能もついており、引き戸まで同素材でし

つらえられていました。一畳あれば書斎ができるイメージです。



ベンチ、テーブル、カウンター、等を

組み合わせ、対面で囲碁将棋を打

てる完全個室や、デスクやおもちゃ

用ラックを備えた子供基地などが再

現されていました。



昨今のライフスタイルが 「手軽に、自分の手で、自然素材を使って、生活を整える」
といった傾向に流れているようです。

・DIY・リノベーション 空き家問題や中古物件の利活用に向けた商品
・アウトドア 自然の中で自由な発想を出し合うキャンプ会議なども出現
・整える 家も職場も快適に効率の良い空間が求められ、それに対応した商品
・ＩＴ技術 情報機器の活用、生活全般にデジタル化の波
・日本のものづくり・伝統工芸 匠の技を生活用品に活かし、海外にも発信
・自然素材 木・紙・コルクなどの自然素材を使った家づくりやリノベーション

今回の東京インターナショナル ギフト・ショー ＬＩＦＥ×ＤＥＳＩＧＮ展では
より豊かで快適な生活のための物づくりや住まいづくりに活かせる情報や
新しいデザインの中に以上のようなキーワードをみてとることができました。

現在と未来の生活提案
ＬＩＦＥ×ＤＥＳＩＧＮ展

まとめ


